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1. はじめに・・・自己紹介
• 大阪府出身

• 博士（理学）、専門地域調査士

• 現在、奈良大学文学部地理学科教授

• 気候学、地理学、GIS、リモートセンシングが専門3

・職歴（常勤）：奈良女子大学文学部助手、愛知県立大学情報科学部助手、
東京都立大学大学院理学研究科助教授、
北海道大学大学院情報科学研究科助教授・准教授

・職歴（非常勤）：スイス連邦チューリッヒ工科大学客員教授、
早稲田大学非常勤講師、金沢大学非常勤講師など

・学歴：東京大学理学部地学科地理学専攻卒業
東京大学大学院理学系研究科地理学専攻

修士課程修了、博士課程単位取得満期退学

・東京大学空間情報科学センター客員教授（拠点）
・静岡大学防災総合センター客員教授
・大阪教育大学 非常勤講師

カザフスタン、チャリンキャニオンにて
（2018）



概要
高等学校の地理歴史科で「地理総合」が必修化。
新しい学習指導要領の「地理総合」を概観。

・教科書の実際について考える
・通信教育でのアシスト方法を考える
･･･可能か不可能かを検討

・ここまでは知っておいてほしい！という内容
逆に、これは難しい！という内容も。
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高等学校「社会科」「地理歴史科」の学習指導要領の“歴史”
各時代の学習指導要領で、
1963年から、日本史、世界史、地理の3科目が必修

ただし各科目はAとBに分かれている。例外あり。
1973年から、倫社と政経が必修、

日本史、世界史、地理AorBから2科目履修
1982年から、現代社会が必修、

日本史、世界史、地理、倫社、政経から選択
1994年から、世界史AorBのいずれかが必修、

日本史AorB、地理AorBの1科目が必修
公民または（倫社and政経）が必修

2003年からは、1994年要領を継続。
2022年から、地理総合、歴史総合が必修。
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２．地理総合の目標と内容

５０年ぶりに
必修化



高等学校「地理歴史科」の新学習指導要領

• 経緯（平成30年改定 学習指導要領／解説）

2018年3月 学習指導要領 公表
2018年7月 学習指導要領解説 公表

• 実施
2022年度から（年次進行で）実施

• 地理関連では、
「地理総合」必修２単位 に加えて
「地理探究」選択３単位 も新設される。
参考：現行の地理Aは２単位、地理Bは４単位（ただし別々）

地理総合→地理探求ととると、５単位になる。 6

２．地理総合の目標と内容

背景
・自然災害の頻発
・環境問題
・グローバル化
・地理情報の普及
・領土問題
・国家の意識
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http://www2.dokkyo.ac.jp/~rese0018/20180323AJG.pdfより

http://www2.dokkyo.ac.jp/%7Erese0018/20180323AJG.pdf
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http://www2.dokkyo.ac.jp/~rese0018/20180323AJG.pdfより

SDGsとの関連づけ

http://www2.dokkyo.ac.jp/%7Erese0018/20180323AJG.pdf


ESD（ Education for Sustainable Development）
「持続可能な開発のための教育」

9
http://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.htmより

連する様々な分野を
“持続可能な社会の構築”の
観点からつなげ、総合的に
取り組むことが必要



「持続可能な開発目標(SDGs)」

10
http://www.env.go.jp/earth/sdgs/index.htmlより

2015年9月25日、ニューヨーク・国連本部で開催された国連サミットで、
「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」が採択。



3．小5, 中1, 高校の地理の比較
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小学５年生の社会科
地理学分野を初めて習う
目次
Ⅰ.国土の地理的環境の特色

1．日本の国土と世界の国々
2．国土の気候と地形の特色
3．自然条件と人々のくらし

Ⅱ.日本の産業の現状
1．稲作、水産業、その他の農牧業
2．工業
3．情報、情報通信技術

Ⅲ.環境・防災
1．自然災害
2．森林
3．環境・公害

中学１年生の社会科
地理的視野を広げる

目次
Ⅰ.世界と日本の地域構成

1．地球儀

Ⅱ.世界のさまざまな地域
1．人々の環境と生活

暑・乾・暖・寒・高
2．世界の諸地域

州ごとの地誌

Ⅲ.日本のさまざまな地域
1．日本の地域的特色
2．日本の諸地域

地方ごとの地誌

Ⅳ.地域のあり方
1．身近な地域の調査と発表
2．防災、環境、SDGｓ



3．小5, 中1, 高校の地理の比較
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高校の地理総合
目次
Ⅰ.地図でとらえる現代社会

1．地図と地理情報システム
2．現代世界の結びつき

Ⅱ.国際理解と国際協力
※世界地誌ではない

1．国際理解・生活文化
2．国際協力・地球的課題

Ⅲ.持続可能な地域づくり
1．自然環境・防災
2．地域調査と発表

高校の地理探求
目次
Ⅰ.系統地理

1．自然環境
2．資源・産業
3．交通・通信、観光
4．人口、都市・村落
5．生活文化、民族・宗教

Ⅱ.地誌
1．現代世界の地域区分
2．現代世界の諸地域

※州単位でないこと

Ⅲ.これからの日本の国土像
1．持続可能な国土像

地理総合は必修で全員が学んでいるため、重ならないように。



高校教科書を例に
• これはある（現行の）
教科書の１ページです。

• まず、どの部分に目が
行きましたか?
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タイトル→写真

タイトル→文字（本文）

地理の先生の視点

歴史の先生の視点



4．地理教育の3つの要素
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知識
（覚えること） 地理的技能

地理的な見方
・考え方

位置、地名、気候など 分布図、雨温図など

さかんな産業 小中高で繰り返し学習

高校では重視

地理嫌いの根源

参考：学力の三要素：①知識・技能、②思考力・判断力・表現力、③主体性・態度
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地理的技能
① 地図帳の利用
② 統計資料の利用
③ 地球儀の利用、時差
④ 写真の読み取り
⑤ グラフの読み取り
⑥ 地形図１（縮尺、地図記号）
⑦ 地形図２（等高線、土地利用）
⑧ 地形図３（新旧地形図の比較）
⑨ 主題図の読み取り
⑩ 雨温図
⑪ 人口ピラミッド
⑫ ハザードマップの読み取り
⑬ 現地調査、聞き取り調査
⑭ まとめ方、ポスター作成
⑮ 空中写真
⑯ GISの利用

赤文字は、小中高の
すべてで教える事項

黒文字は、中高で
教える事項

青文字は、高校のみで
教える事項



不安要素：すべて地理的技能

①主題図の読み取り
②（景観）写真の読み取り
③ GISの教え方
④防災・ハザードマップの教え方
⑤地域調査の教え方
⑥地形図の読み取り、空中写真の活用
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